
京
都
府
長
岡
京
市
石
原
理
年

六
、
烏
巣
道
人
謙
斎
著
「
医
療
手
引
草
」
に
つ
い
て

石
川
県
金
沢
市
山
田
祥
二

七
、
金
沢
医
学
館
卒
業
生
に
つ
い
て

石
川
県
金
沢
市
寺
畑
喜
朔

八
、
西
尾
幾
治
「
看
護
婦
養
成
の
実
際
』
二
九
三
九
）
に
つ
い
て

大
阪
府
豊
中
市
長
門
谷
洋
治

〈
特
別
講
演
〉

北
陸
の
漢
方
典
籍
ｌ
医
史
的
考
察

石
川
県
金
沢
市
多
留
淳
文

一
例
会
記
録
燕
；
二

六
月
例
会
平
成
四
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
足
立
長
焦
訳
「
産
科
礎
」
の
原
本
蔵
方
宏
昌

一
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
テ
レ
ビ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
鴎
外
の
敗
北
」

Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州
朝
日
放
送
制
作

九
月
例
会
平
成
四
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
九
月
大
村
敏
郎

一
中
国
本
草
の
受
容
史
真
柳
誠

五
、
北
陸
に
齢
け
る
医
の
郵
便
印

四
、
明
治
二
十
一
年
石
川
県
衛
生
一
覧
表
に
つ
い
て

へ
必
雰
必
父
紹
介
宗
肌
（
丙
坐
誌
必
需
必
需
必
宗
巡
章
肌
受

石
川
県
金
沢
市
橋
本
和
夫

著
者
は
本
学
会
々
員
で
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
を
出
た
歴
史

学
者
で
あ
る
。
既
に
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
『
死
と
病
と
看
護
の

社
会
史
」
等
の
単
行
本
を
刊
行
し
て
世
に
問
う
て
い
る
。
今
回
の
こ
の

書
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
近
年
わ
が
国
で
大
き
な
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
「
老
い
と
看
取
り
」
を
社
会
史
的
観
点
か
ら
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
月
刊
誌
「
総
合
社
会
保
障
」
に
一
年
間
連
載
し
た
も

の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
、
老
い
を
迎
え
る

年
齢
、
第
二
章
、
前
近
代
社
会
に
お
け
る
老
い
の
評
価
、
第
三
章
、
老

い
と
病
、
第
四
章
、
老
人
介
護
を
支
え
る
孝
の
論
理
と
仏
罰
、
第
五
章
、

老
い
の
生
活
規
範
、
第
六
章
、
近
世
の
医
書
「
病
家
須
知
』
に
み
る
看

護
、
第
七
章
、
近
代
の
家
庭
看
護
と
斉
家
論
。

ま
ず
通
読
し
た
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
、
内
容
が
甚
だ
盛
り
沢

山
で
読
む
の
に
骨
が
折
れ
る
感
じ
で
あ
る
。
古
記
録
、
歴
史
害
、
文
学

害
、
医
書
等
か
ら
博
引
考
証
の
資
料
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
来
て
、
著

者
の
言
い
た
い
こ
と
が
ど
の
辺
に
あ
る
の
か
わ
か
り
難
い
憾
み
が
あ
る
。

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
老
い
観
と
死
生
観
の
変
遷
を
、
老
い
を
看

取
る
人
、
看
取
ら
れ
る
人
の
双
方
の
立
場
か
ら
辿
る
こ
と
を
試
み
た
が
、

新
村
拓
著
「
老
い
と
看
取
り
の
社
会
史
』
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浅
学
非
才
の
故
に
明
瞭
な
輪
郭
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」

こ
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
記

録
に
残
っ
た
老
い
観
や
看
取
り
観
が
主
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
て
、
歴

史
上
の
老
い
の
実
態
や
看
取
り
の
実
態
に
あ
ま
り
迫
っ
て
い
な
い
。
「
老

い
と
看
取
り
の
社
会
史
」
で
あ
れ
ば
、
老
い
と
看
と
り
の
実
態
を
知
り

た
い
と
思
う
の
だ
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
老

い
と
看
取
り
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
に
物
足
り
な
さ

評
者
の
こ
う
い
う
感
覚
か
ら
見
る
と
、
こ
の
本
の
中
で
引
用
さ
れ
て

い
る
「
医
心
方
」
「
啓
迪
集
」
「
養
生
訓
」
「
病
家
須
知
」
等
の
医
書
の
内

容
よ
り
も
、
『
源
氏
物
語
』
「
今
昔
物
語
』
等
に
出
て
来
る
「
老
い
」
や

「
看
取
り
」
の
様
子
に
よ
り
興
味
を
引
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

物
語
や
説
話
は
作
り
話
で
は
あ
る
が
、
医
書
よ
り
は
当
時
の
世
相
の
実

態
を
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

著
者
が
何
度
か
引
用
し
て
い
る
藤
原
定
家
の
「
明
月
記
」
は
日
記
で

あ
る
か
ら
物
語
よ
り
も
資
料
的
価
値
は
さ
ら
に
高
い
。
著
者
は
こ
の
所

は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
『
明
月
記
」
の
最
初
の
方
に
あ
る
定
家
の
父
俊

成
の
臨
終
の
模
様
は
看
取
り
の
記
録
と
し
て
ま
こ
と
に
リ
ア
ル
で
興
味

深
い
も
の
で
あ
る
。
「
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
ゆ
（
死
に
そ
う
に
思
う
）
」
と
い
う

俊
成
の
生
の
言
葉
も
記
さ
れ
て
い
て
印
象
深
い
。
し
か
し
こ
れ
を
詳
し

く
紹
介
す
る
の
は
小
槁
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
『
明

月
記
』
を
ひ
も
と
か
れ
る
と
良
い
と
思
う
。

以
上
、
遠
慮
の
な
い
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
も
と
よ
り
こ

れ
だ
け
の
著
書
を
書
き
上
げ
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
史
料
、

を
威
世
じ
る
。

記
録
、
研
究
言
の
類
に
広
く
目
を
通
し
、
著
者
に
と
っ
て
は
専
門
外
の

医
学
の
領
域
の
資
料
に
つ
い
て
も
妥
当
な
判
断
を
し
て
ま
と
め
て
い
る

の
は
敬
服
に
値
す
る
。
ま
た
前
に
述
べ
た
こ
の
本
の
物
足
り
な
さ
は
同

じ
著
者
の
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
」
に
よ
っ
て
補
う
べ
き
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
こ
の
方
面
に
お
い
て
何
か
を
調
べ
ま

た
は
何
か
を
害
こ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
本
書
は
必
見
の
文
献
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
書
は
、
西
暦
六
五
○
年
に
建
て
ら
れ
た
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ュ
ー
病
院

に
始
ま
り
、
十
九
世
紀
後
半
に
到
る
ま
で
の
主
に
パ
リ
を
中
心
と
し
た

医
学
的
記
念
碑
及
び
病
院
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
、
活
動
状
況
が
二
十

五
編
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
、
興
味
深
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す

る
先
駆
者
の
一
人
一
人
が
生
き
た
姿
と
し
て
著
者
の
巧
み
な
文
章
に
よ

っ
て
一
つ
の
魅
力
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
著
者

は
現
在
東
大
医
学
部
助
教
授
（
神
経
内
科
）
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
が
、

若
き
日
パ
リ
に
留
学
、
そ
の
経
験
を
基
に
市
内
随
所
に
散
見
さ
れ
る
医

学
的
記
念
碑
を
一
つ
一
つ
丹
念
に
訪
ね
そ
の
印
象
を
語
り
、
文
献
を
駆

使
し
て
先
駆
者
の
足
跡
を
た
ど
り
、
本
書
は
そ
の
人
間
像
を
浮
き
彫
り

〔
法
政
大
学
出
版
局
・
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
’
一
七
’
一

話
○
三
’
三
二
三
七
’
七
三
四
一
、
一
九
九
一
年
、
四
六
判
・

五
一
頁
・
定
価
二
四
○
○
円
〕

岩
田
誠
著
「
パ
リ
医
学
散
歩
」

へ

中
村

一J幸昭
一E且、一
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